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2025共通テスト

問題作成方針

問題作成方針に関する検討の方向性

○ 高大接続改革の中で、学習指導要領の趣旨を踏まえ、各大学の個別選抜や総合型選抜等を含む大学入学者選抜全体において、「聞
くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の総合的な英語力を評価することが求められている。共通テスト「外国語（英語）」は、「リーディン
グ」形式と「リスニング」形式の試験問題を通して、文字や音声による試験の特徴を生かしながら、以下のように可能な限り総合的な英語
力を評価する。
・コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解
する力を引き続き重視する。
・併せて、高等学校において、英語を「聞くこと」・「読むこと」・「話すこと［やり取り］、［発表］」・「書くこと」を統合した言語活動の充実が図
られることを踏まえ、情報や自分の考えを適切に表現したり伝え合ったりするために、理解した情報や考えを整理したり、何をどのように取り
上げるかなどを判断したりする力を重視する。
・また、コミュニケーションを支える基盤となる音声や語彙、表現、文法等に関する知識や技能についても、上記の力を問うことを通して引き
続き評価する。
○ なお、「リーディング」、「リスニング」ともに、共通テストの問題のレベルは、出題範囲としている科目（「英語コミュニケーションⅠ」、「英
語コミュニケーションⅡ」及び「論理・表現Ⅰ」）の目標及び内容（言語活動の例、言語の使用場面や働きの例など）等に対応したものとす
る。その際、多様な受験者の学力を適切に識別できるよう、引き続き、CEFR の概ね A1～B1 レベルを目安として問題のテクスト、使用する
語彙、タスクなどを設定し、問題を作成することとする。

英語

令和７年度試験の問題作成の方向性、試作問題等｜大学入試センター (dnc.ac.jp) （２０２2.11.9、大学入試センター）

https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7ikou/r7houkousei.html
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問題作成方針

【令和７年度】

○ ⾼⼤接続改⾰の中で、⾼等学校学習指導要領の趣旨を踏まえ、各⼤学の個別選抜や総合型選抜等を含む⼤学⼊学者選抜全体に
おいて、「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の総合的な英語⼒を評価することが求められている。共通テスト「外国語（英語）」
は、「リーディング」形式と「リスニング」形式の問題を通して、⽂字や⾳声による試験の特徴を⽣かしながら、以下のように可能な限り総
合的な英語⼒を評価する。

・コミュニケーションを⾏う⽬的や場⾯、状況などに応じて、情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し⼿や書き⼿の意図などを的確に理
解する⼒を引き続き重視する。

・併せて、⾼等学校において、英語を「聞くこと」・「読むこと」・「話すこと［やり取り］、［発表］」・「書くこと」を統合した⾔語活動の充実
が図られることを踏まえ、情報や⾃分の考えを適切に表現したり伝え合ったりするために、理解した情報や考えを整理したり、何をどのよ
うに取り上げるかなどを判断したりする⼒を重視する。

・また、コミュニケーションを⽀える基盤となる⾳声や語彙、表現、⽂法等に関する知識や技能についても、上記の⼒を問うことを通して引
き続き評価する。

○ 「リーディング」、「リスニング」ともに、共通テストの問題のレベルは、出題範囲としている科⽬（「英語コミュニケーションⅠ」、「英語コ
ミュニケーションⅡ」及び「論理・表現Ⅰ」）の⽬標及び内容（⾔語活動の例、⾔語の使⽤場⾯や働きの例など）等に対応したものとする。
その際、多様な⼊学志願者の学⼒を適切に識別できるよう、引き続き、CEFR の概ね A1〜B1 レベルを⽬安として問題のテクスト、使⽤
する語彙、タスクなどを設定し、問題を作成することとする。

○ 「リーディング」の表記については、現在国際的に広く使⽤されているアメリカ英語に加えて、場⾯設定によってイギリス英語を使⽤す
ることもある。

○ 「リスニング」の⾳声については、多様な話者による現代の標準的な英語を使⽤する。また、読み上げ回数については、１回読みと２回
読みの両⽅の問題を含む構成で実施することとする。

【問題作成方針のポイント】

・「コミュニケーション」を行う場面で、情報や考えなどの概要や要点に加え、「詳細」や「話し⼿や書き⼿の意図」などを「的確に理解
する⼒」を引き続き重視することが明記された。

・「英語を『聞くこと』・『読むこと』・『話すこと［やり取り］、［発表］』・『書くこと』を統合した⾔語活動の充実が図られることを踏まえ、
情報や⾃分の考えを適切に表現したり伝え合ったりするために、理解した情報や考えを整理したり、何をどのように取り上げるかなど
を判断したりする⼒を重視する」ということが新たに加えられた。

英語
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参考【令和6年度】

○高等学校学習指導要領では、外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、実際のコミュニケーションにおいて、

目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにすることを目標としていることを踏まえて、４技能のうち「読

むこと」「聞くこと」の中でこれらの知識が活用できるかを評価する。したがって、発音、アクセント、語句整序などを単独で問う問題は

作成しないこととする。

○ 「リーディング」「リスニング」ともに、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）を参考に、各 CEFR レベルにふさわしいテクスト作成と

設問設定を行うことで、A1 から B1 レベルに相当する問題を作成する。また、実際のコミュニケーションを想定した明確な目的や場面、

状況の設定を重視する。

○ 「リーディング」については、様々なテクストから概要や要点を把握する力や必要とする情報を読み取る力等を問うことをねらいとす

る。表記については、現在国際的に広く使用されているアメリカ英語に加えて、場面設定によってイギリス英語を使用することもある。

○ 「リスニング」については、生徒の身近な暮らしや社会での暮らしに関わる内容について、概要や要点を把握する力や必要とする

情報を聞き取る力等を問うことをねらいとする。音声については、多様な話者による現代の標準的な英語を使用する。

読み上げ回数については、英語の試行調査の結果や資格・検定試験におけるリスニング試験の一般的な在り方を踏まえ、問題の
数の充実を図ることによりテストの信頼性が更に向上することを目的として、1 回読みを含める。十分な読み上げ時間を確保し、重要
な情報は形を変えて複数回言及するなど、自然なコミュニケーションに近い英語の問題を含めて検討する。全ての問題を 1 回読みに
する可能性についても今後検証しつつ、当面は１回読みと 2回読みの両方の問題を含む構成で実施することとする。

○ グローバル人材の育成を目指した英語教育改革の方向性の中で高等学校学習指導要領に示す４技能のバランスの良い育成が

求められていることを踏まえ、「リーディング」と「リスニング」の配点を均等とする。ただし、各大学の入学者選抜において、具体的にど

の技能にどの程度の比重を置くかについては、４技能を総合的に評価するよう努めるという「大学入学共通テスト実施方針」（平成

29年７月）を踏まえた各大学の判断となる。

英語


